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                                 洗足学園中学校 

 

算数は計算問題、一行題、そして図形や関数などの大問から構成されています。 

配点は、計算問題は 5 点が 2 問、一行題は 5 点が 4 問、7 点が 2 問、記述式の問題は 8 点が 2 問です。大

問は合計 20 点の問題が２題で、その中の小問の配点は、5 点が 2 問、7 点が 2 問、記述式の問題 8 点が 2 問

となります。記述式の問題の採点では、まず答えがあっているかを見ます。答えがあっていない場合のみ、途中

の考え方を見て、部分点を加えています。 

 

１ 基本的な計算問題です。 

（１）計算の順序を的確に行えるかを見る問題です。答えは



です。

 

 

 

２ 一行題（基本）です。 

（１）速さ、（２）割合、（３）整数の和、（４）体積 の問題です。 

各問いの答えは、（１）は時速、（２）は、（３）は個、（４）はです。
 

 

３ 一行題（応用）です。 

（１）論理、（２）平面図形、（３）倍数と約数、（４）通過算 の問題です。 

  

 

この中から３（３）と（４）について解説します。 

 

（３）24 , 144 , A の最大公約数が 24 であることから、A は 24 の倍数であることがわかります。また、

144=24×6 であり、最小公倍数は 720=24×30（＝24×６×5）であるので、A は５の倍数であること

が必要だとわかります。したがって、A＝24×5×□。また、□には６の約数が入る可能性があるので、A

として考えられる数は、24×5、24×5×2、24×５×3、24×5×6 の４通りです。 

よって答えは、120、240、360、720 です。 

 

（４）             

   

電車 A が、電車 B と出会ってからすれ違うまでの９秒間で進んだ距離は 

 

 

であり、これより電車 B は  

９秒で 180ｍ＋(電車 B の長さ)－150ｍ……① だけ進むことがわかります。 

電車 A 

180ｍ 

９秒で 

150ｍ 電車 B が 

９秒で進む距離 





  

（２）小数と分数が入っているので、このような問題では分数に統一して計算します。答えは



です。

各問いの答えは、（１）は、（２）は  、（３）は、、、（４）はｍです。

時速＝秒速







電車 B が、長さ 600ｍの橋をわたりきるまでの 28 秒で進んだ距離は 

28 秒で 600ｍ＋(電車 B の長さ)……② です。 
 

①と②の２つの進む距離の差は 600－（180-150）＝570（ｍ）で 

電車 B はこの距離を 28－9＝19（秒）で進むことになるので、B の速さは 570÷19＝30（ｍ/秒）です。

したがって、電車 B の長さは 30×28－600＝240（ｍ）となります。 

 

 

４ グラフから、状況を読み取る問題です。2 点Ｐ，Ｑは、角を曲がるたびに速さが変化します。 

 

(1) 文章中の「B を先に曲がったのは点 Q」という情報とグラフから、点Ｑは A→Ｂの 20 ㎝を４分で進むの

で、速さは５㎝/分です。P と Q の速さの合計が 9 ㎝/分であることから、点Ｐの速さは４㎝/分となり、 

Ａ→Ｂの 20 ㎝を進むのに５分かかります。よって、あにあてはまる数は５です。 

 

(2)  (1)の続きを考えていきます。「C を先に曲がったのは点 P」という情報 

から、点 P がＢ→C を進んでいたのは 9－5＝4（分間）なので、 

このときの点 P の速さは 10 ㎝/分です。グラフより、速さの合計が 

16 ㎝/分なので、点Ｑの速さは６㎝/分です。 点 P は先に C を曲がって 

C→D に移ります。この時の速さはグラフから１４－６＝８（㎝/分）です。

この速さで D まで進むので、C→D 上にかかる時間は 20÷８＝２.5（分）

であり、C を通過した９分後に 2.5 分を加えて、11.5 分後となります。答えは 11 分 30 秒後です。 

 

(3) (2)から、点 P が D→A を進むのは 11 分 30 秒から 17 分 10 秒までの 5 分 40 秒間（      ）で、 

 

このときの点Ｐの速さは、     です。 

 

また、点 Q の速さから、それぞれの辺を通るのにかかる時間を求めると、 

 

Ｂ→Ｃ にかかる時間は                      Ｃ→Ｄにかかる時間は 

   

よって点ＱがＤに到着するのは、出発してから         ＝13 分 10 秒後 

 

  以上から、点ＱがＤ→A を進むのは 13 分 10 秒から 17 分 10 秒までの４分間で、 
 

このときの点Ｑの速さは、                 です。 

 

点Ｐと点Ｑの速さの差を考えると、 

 

よって ＰとＱの距離が５㎝になるのは、２点が同時に A に戻ってきた時間より 

   

 

   

だけ、さかのぼった時です。17 分 10 秒から 102 秒をひくと、答えは 15 分 28 秒後です。 

 点 P 点 Q 

A→B 4 ㎝ 5 ㎝ 

B→C 10 ㎝ 6 ㎝ 

C→D 8 ㎝ 8 ㎝ 
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５ 差集め算の問題です。 

図１のように座ることを座り方 A、図２のように座ることを座り方Ｂとして説明します。 

 

(1) 座り方 A は、240÷5=48（脚）、座り方Ｂは、240÷９＝26…6 から、26×2+2=54（脚）なので 

その差は 6 脚です。 

 

(2) Ｂについて長いすの合計の脚数が偶数の場合と奇数の場合で分けて、A より多い３脚に座る人数を考えます。 

 

座り方 A           座り方Ｂ（奇数）      座り方Ｂ（偶数） 

     

   …                …              … 

 

 

 

 

         

 

 

                                         最後は４人 

 

３脚に座る人数     ４＋５＋４＝13(人)       4+5＋4＝13(人) 

     点線までのいすの数        13×2＋2=28(脚)       13×2＋3＝29(脚) 

人数          28×5-1=139(人)            29×5-1=144(人) 
    

 以上から、考えられる人数は、139 人、144 人です。 

 

(3) 考えられる生徒数が最も少ない状況を考えるので、座り方 B での最後のいすに１人を座らせます。 (2)

と同様に、座り方Ｂを合計が偶数と奇数の場合に分けて考えると、 
 

座り方 A           座り方Ｂ（奇数）      座り方Ｂ（偶数） 

     

                                

 

 

         

 

                                          

４脚に座る人数    ４＋５＋４＋１＝14(人)    5＋4＋5+1＝15(人) 

点線までのいすの数        14×2＋１=29(脚)      15×2＝30(脚) 

人数    ４×14＋５×15＋14=145(人)     4×15＋5×15＋15=150(人) 
 

以上から、最も少ない人数は 145 人です。 
 

解説は以上です。 
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